
南⼭⼤学地域研究センター共同研究
―2030アジェンダ(SDGs)実現に向けて：

世界の先駆的実例から学ぶ―
2021年度第3回講演会

主催／南⼭⼤学地域研究センター共同研究
共催／南⼭⼤学ラテンアメリカ研究センター

外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科
総合政策学部

オンライン (Zoomミーティング)
以下のフォームにご記⼊頂き事前申込下さい。
https://forms.gle/2mkxmATCV6mb6vLZ6
申込期限：2021年10⽉11⽇(⽉)9：00
お申込みいただいたメールアドレスに、講演会前⽇にZoomのURL等詳細の
ご連絡を差し上げます。

2021年
10⽉12⽇（⽕）11:05-12:45

⽇
時

講
師

David M. Potter⽒
南⼭⼤学総合政策学部教授

「SDGｓ、海ごみとＯＤＡ＋」

2015年国連が決定した
ＳＤＧｓ（持続的可能開発⽬
標）の中での⽬標14
「海の豊かさを守ろう」を設
置した。この⽬標を達成する
ために⽇本政府等は「海ごみ
問題」特にプラスチックごみ
に対してどの対策を取ってい
るかを紹介して評価する。こ
うした中、プラスチックごみ
問題のためのODA政策の特徴
と課題を検討する。

オンライン講演会
事前申込・参加無料

形
式

《お問い合わせ》
南⼭⼤学地域研究センター 共同研究担当
〒466-8673 名古屋市昭和区⼭⾥町18
Phone: 052-832-3111(代表)
E-mail: kyodo-kenkyu@nanzan-u.ac.jp


